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医療提供体制の現状  

（病院・診療所）  
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0 個人及び民間医療機関（医療法人）は、設立した病院数で見ると6，372施設で、全病院の70．6％を占め   
ており、また、病床総数で見ると、病院と診療所の合計1．060．887床で、全病床数（1．798．637床〉の60％   

を占めており、日本の医療の中核を担っている。  

○ しかしながら、施設数と病床数のシェアの違いからわかるように中小病院が多い。  

○ 大規模病院においては、公的病院が多い。  

○ 一般診療所は、民間医療機瀾、とくに個人診療所のシェアが圧倒的に高い。  

病l幕政  構成書u含（％）ニ施言責≠改   ‡■成書句合（ゝ）ニ病床数  

平l正17年  平成18年  平成17年  平成16年  平成17年  平成16年   
（2005）  （之OD■〉  （2005〉  （ZOD4〉   

病   院   9．026  9．077  1．63l．47：！  1．631．553  100．0  

国  294  ユ04  3，3  3．3  7．7  7．8  

公的【≡；嚢■櫨l沌  15．1   15．2   

寸土会保険蘭係【ヨヨ体  129  12【l  l．4  ト■  2．3  2．3  

直療三重人  5．695   62＿2  

個人  7  7   75  84  ユ  4，3  

－モ・の他   86g   863   9．6   9＿S   

ーー触診痛買斤   97．442  97．05I  16丁．00D  18t．001  
園  633  2．362  0．6  0．6  t＿4  1．3  

公由勺匿僚機聞  3．38l  4．l  4．2  1．8  l．9  

キ土倉保険聞係団体  750   77¢   d▲  45   0＿8  0．8   0．0   0．0  

医療；主人  

11五人   

その他   10．461  10．278  L7【I9  2．D26   

歯雫斗苫参僚＃斤   

匡I  

公的医療機蘭  
ヰ土会保険－リ】係【≡】イ本   

正月■！主人   8，97l  

個人  57．110  

その1也  

合1十  173．200  172，685  l．798，637  t．812，722  
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総数   lヨ   諦道府県  山 量珊宵   自治体以外の 公的医療機爛   

▲二1＝・■   9．0丁7   o4   312   丁62   303   

病床放   1．631．553  127．083  87．201  167，045  100．950   

ー・痢陀当たり執庶象   180   418   279   219   333   

中央鯛の所在する区分   100～149  300■－399  200～299  150■－199  300一〉399   

一般解読－1陸塞たり診療科歓   8．丁   14．1   12．4   11．3   14．8  

社保・共済  公益法人  医療法人  苧扱法人  饅人   

病鈍徴   129   400   5，644   100   760   

病床数   37．353  94．892  830ヱ89  52．194  69．477   

・－・・病院当たり病床数   290   237   14丁   522   91   

中央鑓の所在する区分   200・－299  150～199  100■－149  400～499  50～99   

ー一級鋸院一枚当たり鯵措科数   14．1   10．5   7．3   16．4   6．0   

資料：厚生労働省大臣官房統計情報部「医療施設調値」（平成17年）  
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分娩を実施した施設数（総数）  分娩を実施した病院数   分娩を実施した診療所致   

平成 8年   3⊆I91   1720   2271   

平成11年   3697   1625   2072   

平成14年   3306   1583   1803   

平成17年   2933   】321   1612   
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病院数（総数）  ■捌こ 占めもIl倉  絨匿■ 文挟細  ●如こ 占止ら■倉  病床数（総数）   精麦■憐  l■床全開＝ 占める事l倉  明匿■ 支脚  ■蜘＝ 占めもー  

総 数   9．02  1（旧＿  0．9    1．2  l．631．4丁  1∝〉．  71．∝‖  4．4  44．  乙丁  

20－2！I床  乙  4．41  

30■－ユ9  3  13．43  

40・－49  6：l  28．05  

印・－99  2．3  169．65  

100－149   き  40  0．  

150－1さ，  1．27  1ヰ．1  0．6  222．37  13＋  1．33  0．6  

200・－299  l．14  12．  2   5．6  2．l  

300～3，9   7  8．5  2．4  25吼1  15．  6．1  乙4  

4山・－499   3  3．  2  5．  155．24  9．  8．92  5．7  

貿IO・－59g   20  乙3  6．  110．68  6．  丁．  6＿  

緋・｝699   2  1●．12  17．  

7（泊一一丁99   5  0＿6  7  丁  

拙－・8泊   3  0．4  38．  4  

試）0床以上   6  0．丁   3  55．  3．  丁：I．19  ヰ．  」‖．01  56．  2．21  3．  

資料：厚生労働省大臣官房統計情報部「医療施設調査j（平成17年）   

回聞いたことがある    ■聞いたことはない  

特定機能病院等に対する印象  

地域の匿徽徒事書低欝・事技師など）に  

対する研♯を行っている書院  

筐鶴亀≠れ得後の筐欝に  
対する研♯苦行っている相  

違鸞の触り藍麻の  
散が多い病棟  

主に蘭事医から紹介された場合に  
受診でき硝残  

高度かつ最先嬬の治療を  
封ナられ韻院  

救急患者を21時同／3蒔8  

受け入れてくれ硝院  

0  －0 20 30 40 50 60 70 8♂  
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推計患者数 （外来）  うち紹介あり  うち紹介なし  施設数  一施設当たり「紹介 なし」の平均患者数   

病院全体  1．866，400   246，3∝I  1．620．100   9，026   179  

特定枝能病院   124．1∝）   41．500   82．600   80   l，033  

その他病院（上言己以外）   1，681．300   189，OtXl  1，492，300   8．848   169   

（資料）厚生労働省大臣官房統計情報即患者調査」（平成17年）  
「医療施設調査」（平成17年）  

r一【－■‾…■‾“－‾‾●一‾▲●‾■－‾‾■■‾‾－‾‾‘▲－‾●’‾■■一‾‾■■‾■－‾’－‾‾‾－‾‾■■■■‾■‘‾■■■‘‘h－●●‘‾■▲●‾’－■‾■－｝●■‾‾■■‾■‾岬‘‾’’●【‾－“－－‾‘－‾■‘一－‾－‾‾’‾‾●■‾‾■■－‘【■‘‾‾■●‾■■‾■■■H■一■■■■－’■■‾■■■‾■－－‾■■■‾’●  

…【参考】外来患者数から見た特定機能病院の分布（平成17年度）  

外来患者数が1日平均3000人超  3病院  
′′ 1日平均2001～3000人  22病院  

l  ′′  1日平均1001～2000人   45病院  

（医政局総務課調べ）   ′′  1日平均1000人以下  10病院  

国名   
平均在院日数  人口千人当  病床百床当  人口千人当  病床百床当た  人口千人当た  

たり病床数  たり医師数  たり医師数  り看護職員数  り看護職員数   

日本   36．3   14．2   14．3   2．0   63．2   9．0   

ドイツ   10．4   8．6   39．5   3．4   112．5   9．7   

フランス   13．4   7．5   44．9   3．4   100．0   7．5   

イギリス   7．2   4．0   57．0   2．3   226．8   9．2   

アメリカ   6．5   3．3   73．3   
7．9  

2．4   233．0 （2002）  （2002）   

（出典）rO∈CDH8al仙Data2006j  
※病床百床当たりの医師数、病床百床当たりの看琵♯員数については医師数、看護職員数を病床数で単純に割って盲をかけた数値である．  
※平均在院日数の算定の対象病床は0∈CDの統計上、以下の範囲となっている．   
8本：全病l亮の病床ドイツ：急性期病床、精神病床、予防治療施設及びリハビリ施設の病床（ナーシングホームの病床を除く）   
フランス＝急1製隕病床、長期病床、精神病床、その他の病床 イギリス：NHS（Nationa［HealthSeT・Vice：国民保健サービス）の全病床   
アメリカ＝AHA（AmerjcanHospitaIAssociation：米国病院協会）に登録されている全病院の病床  （長期病床を除く）  
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医療提供体制の現状  

（医師）  
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○都道府県別に見て、人口10万人対医師数は134．2（埼玉県）から282．4（徳島県）まで存在。   
（人口10万人対従事医師数で見ると、129．4（埼玉県）から264．2（東京都）まで存在。）  

○ しかし、平成10年から16年において、東京乱大阪府の医師が顕著に増加している事実はなく、医師が大都市に   
一極集中しているとまでは必ずしもいえない。  

平成10年→平成16年の増加率   

全国  10丁．7～（t96．6 一→ 211．7）   

東京  105，3％（284．4 → 2丁8．4）   

大阪  106．9％（228．9・→ 2叫．6）   

愛知  105．丁％（175．0 →184．9）   

人口10万人対医師数の  

r棚引艶   
全国平均…211．7人   

t大都道府県…徳島県（2陀4人）   
t／ト都道府県…埼玉幕（134．2人）  

最大と土小の姜は、約之．1倍  

出典：厚生労働省大臣t祷統州報部  
平成16年医師・歯科医靡・薬剤師調  

注）総医師数…」医師・  
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各都道府県内においても、県庁所在地など人口当たりの医師数が多い地域と、郡部など少ない地域が見られ  
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の  
※モの他：その伽集脚耕書・捕の書・稚  

（責料嬬生                 省大臣官房統計什報部 医師・歯科医師・薬剤師飼主より  

廟  憑  ．職・須涙・／心痛嘩㌍緋  ＋十十 寮 ≧葦ギ      ボブ．・ 濁 葦    ■姜人 J：L，lてて ＼∴：  ．・こ識 ▲ノ：h 専 旺 J二】i【    ヤ．力叶 袈；ざ≡ 紆 維  ′一．れi〉1i 、rノ／γ  ！J、・サー 撞 洒      †・ナ1 「J二 膿  叫†． 蕪 戴    鱗雅キー・陣・吾早誉■lJ÷∃・】，汗，．‘  
十            十十        巨  

‡l  
27・4葺                                  印／55．3  

．～璧：・ち毒 ：＝iご丁すこ⊥t・  
J’モ          ：，ヽこ：                ご鞋※ ／！〉ヽ■J：  

72．6；                                      鑑 

44．7  
＝し  盟                                                     荒浜 ＝－＝                                            願 ’登    ．上モカ′  ■ノyri簾    恕      十    十∴十  

｝ソlて                ゴi：ノ！                ，→互悪 ；■「  
※ 研修医数については、各年度、国家錘合格発表後の厚生労働省区政局医事抹調べの数字である。  
※※ マッチ結果については、マッチング未参加者（自治医科大学、防衛医科大学校卒業生等）を含んでいない。  
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平成10年から平成16年において、小児科医数及び  
小児1万人あたりの小児科医数は増加している。都道  
府県別にみても、ほぼ全ての都道府県で増加している。  
※ 小児科医数は、36県で増加、1県で増減無し、  
10県で減少。（平成16年）  

全国的には、産婦人科医は減少しているものの、出  
生数あたりの産婦人科医は横ばい。  
また、都道府県における産婦人科医の増減には善が  
ある。（産婦人科医とは、産科及び産婦人科を主な診  
療科として医療横関において従事している医師）  
※産婦人科医数は、9県で増加、3県で増減無し、  
35県で減少。（平成16年）  

産婦人科医致と出生IDOO人当たり産婦人科医師数推移  

産婦人科医師数  出生一山0人当たり  

＃■産婦人村医数  

十出生1DOD当た   

り垂線人科医数  

平如 0 10 12 14 】6  

惇生労勘右大臣官戻扶封ti岨加匡鋒・点科医餅・豪純手折査  
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平均従業時間病院常勤医師  
女性  01週間当たりの病院勤務医の従業時間（常勤のみ）  

全体（4077人）：平均 的48時仰  
（無効回答βDl人）   

※ r実際の始業・就業時間」のうち、診療、他の   
スタッフ等への教書、その他会譲等の時間を従   
羊時間として暮出。  

（特間）  

●■   

lO   

I●  

l●   

l●   

4■   

■  
量○  

【■両）  

■●     ●●    I●  ■●   l●     ●●  1●    1●     －● （年齢†  

平均従業時間診療所常勤医師  
男性  女性  

01週間当たりの織所勤務医の従業時間（♯   
勒のみ）の平均は、綿飴務医の従業時間平均  
（約48時l疇）を下回っている．  

全体（536人）：（無効回答77人）  

（汗料）「匿榊給に係る医師の勤務状況明i」  
（「匿鯵の榊l＝期する練肘会」資料上り）  

「E繹の需給推什について【研究総括中榊告）」  
（「医■の♯給に関する検討会報告書」参考書料より）  

，．＿．．＿ 事ト．．＿ －ト …＿1年齢） 川－ ＝－  

（注）舞はは4隋榊  

脆 年  
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